（様式３-１）
　　胆沢病院の開放病床に入院される患者さまへ
県立胆沢病院長　　
開放病床での共同診療等について（ご説明）
１　開放病床での共同診療について
開放病床とは、あなたの「かかりつけ医」（胆沢病院共同利用登録医）が、診療にあたって、入院が必要と判断した場合に、「かかりつけ医」と「胆沢病院医師」が共同で診療にあたることができるシステムです。
このシステムでは、入院中は、「胆沢病院医師」と「かかりつけ医」が「主治医」と「副主治医」になります。「かかりつけ医」は、胆沢病院の開放病床に出向いて、「胆沢病院医師と共同で」あなたの診療や指導にあたります。
二人の主治医が、同時に共同で診療することで、より安心な診療が受けられます。また、退院後は入院経過を熟知している「かかりつけ医」のもとで、一貫した診療を継続して受けることができます。
２　開放型病院共同指導料について
あなたの入院中に、「かかりつけ医」が胆沢病院に出向いて「胆沢病院医師」と共同で診療等にあたった場合（共同診療）に発生する診療費が「開放型病院共同指導料」です。
開放型病院共同指導料は、共同診療した日ごとに、かかりつけ医の医療機関と胆沢病院の双方で算定します。なお、自己負担をしていただく金額の例は次のとおりです。
	自己負担割合
	かかりつけ医（登録医）
	県立胆沢病院

	１割負担
	共同診療した日数 ×    ３５０円
	共同診療した日数 × ２２０円

	３割負担
	共同診療した日数 × １,０５０円
	共同診療した日数 × ６６０円


※ かかりつけ医が算定した「開放型病院共同指導料」については、かかりつけ医の会計窓口でお支払いいただきます。
※ 公費受給者証をお持ちの場合、自己負担金が上記とは異なります。
※ ご不明な点がございましたら、胆沢病院総合受付（入院窓口）までご遠慮なくお尋ねください。
一日も早くご快方に向かわれることをお祈り申し上げます。
